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兵（同）、松田充（同）の 3 名である。これに加え、教職 P 運営者の中居も同行した。視
察の日程と授業概要については、以下の通りである。 
 
◆日程：2015 年 12 月 17 日（木）日帰り 
 11:00 JR 東広島駅 集合（新幹線にて京都へ移動） 
 14:20 京大正門前到着 
 15:00-16:00 京都大学高等教育開発推進センター准教授 田口 真奈氏との意見交換 
 16:00-  プレ FD 授業準備 
 16:30-18:00 プレ FD 授業参観 
 18:10-19:10 プレ FD 授業後検討会 
 19:20 京大正門前出発（新幹線にて東広島へ移動） 
 22:30 JR 東広島駅 解散 
 
◆授業概要 











































 話題はプレ FD にとどまらず、TA の授業での役割といった話にも及んだ。広島大学は
2016 年度から TA の階層制度を導入するが、このような取組みは筑波大学も行っているそ
うである。京都大学での TA の役割をお尋ねしたところ、「コンソでは TA は使っていない」
とのご回答をいただいた。関西大学の SA 制度などは上手く機能しているとのことであっ















































































































 最後に、今回の視察を振り返り、教職 P を省察する視点として見えてきたものを整理す
る。「４．授業検討会について」において報告されたように、「学問の魅力を伝えようと
真摯に取り組まれている」というのが、今回授業を参観させていただいた印象であった。
大学での授業を構想するにあたって、この点は非常に重要であろう。しかしそれと同時に、
専門職養成課程の科目担当者としての責任も浮上する。教職 P では、ティーチングの技能
を習得することよりも、むしろ教員養成に関する知識を身につけながら、自身の授業哲学
を練り上げることに主眼が置かれている。そのため、授業検討会においては、ティーチン
グの技能に関する議論よりも、実習生の授業内容に踏み込んだ議論をすることが重要視さ
れる。だからこそ、授業検討会には、教壇実習をさせていただく科目の担当教員だけでな
く、他の教職科目担当者が TA 指導教員として加わり、議論をすることが求められるので
ある。ともに教育学研究を生業とする教職科目の担当者間でも、専門分野による微妙な見
解の違いが浮き彫りとなり、それが授業や研究の改善に繋がることも、面白さの一つとい
えよう。 
また、「２．に研究室訪問について」において報告されたように、広島大学の教職 P は、
大学院生が「プログラムを運営・改善する視点と、プログラムに参加する視点」の両方に
力を注いでいる点に特色がある。運営に関しては、各年度の担当者の願いや思いで動いて
いるところもあるが、基本的には履修生の主体性によって活動が継続されている。履修生
 28 
 
それぞれが教職に関する知識を身につけたり、授業の質を向上させたりするだけでなく、
プログラム自体を改善する取り組みも並行して行ってきた。それが、毎年継続して行って
きた共同研究の成果なのである。これまで、教職 P の取り組みの独自性と課題、そして今
後目指す方向性を見極めるために、教職 P 修了生へインタビュー調査を行ったり、「育て
たい教師像」という視点から教壇実習における PDCA サイクルを見直したり、教壇実習に
おける授業検討会のあり方を省察する研究を行ったりと、多様な方面から研究を行ってき
た（より具体的には過去の報告書を参照のこと）。それらを外部へ発信する取り組みも少し
ずつ始め、それに伴って研究内容も深化してきたように感じる。今後もこのような取り組
み内容、というよりも姿勢を大切にし、継承していくことが肝要であると考えられる。そ
のために、今後も個々の履修生が主体性を発揮できる仕組みづくりを進めなければならな
いが、それぞれの研究が個業化してしまうことを防がなければならない。教職 P という組
織的な養成プログラムとして、より魅力的なものとなるよう、現状のプログラム内容や運
営方法にこだわらずに、常に改善の視点を持って活動を進めていくべきなのである。 
（中居舞子） 
 
 
 
 
